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(57)【要約】
【課題】包装体の切り取りなど使用者の作業が不要で、内容物の飛散の恐れが無く、炭酸
ガス検知速度に優れた炭酸ガス検知剤包装体を提供する。
【解決手段】炭酸ガス検知剤組成物を、包装材料で包装してなる炭酸ガス検知剤組成物包
装体であって、前記包装体が通気性基材を有し、前記通気性基材の一部分が包装体外部の
空間に接し、前記通気性基材の他の一部分が包装体内部の空間に接している、炭酸ガス検
知剤組成物包装体。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　炭酸ガス検知剤組成物を、包装材料で包装してなる炭酸ガス検知剤組成物包装体であっ
て、前記包装体が通気性基材を有し、前記通気性基材の一部分が包装体外部の空間に接し
、前記通気性基材の他の一部分が包装体内部の空間に接している、炭酸ガス検知剤組成物
包装体。
【請求項２】
　前記通気性基材が繊維状物質である、請求項１に記載の炭酸ガス検知剤組成物包装体。
【請求項３】
　前記繊維状物質が撥水剤を有する、請求項２に記載の炭酸ガス検知剤組成物包装体。
【請求項４】
　前記炭酸ガス検知剤組成物がｐＨ指示薬、保水剤、アルカリ性物質、水、無機吸水性担
体を含む、請求項１～３の何れか一項に記載の炭酸ガス検知剤組成物包装体。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は炭酸ガス検知剤包装体に関する。詳しくは、炭酸ガス検知性能に優れた炭酸ガ
ス検知剤包装体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　これまでの炭酸ガスの存在を視覚的に検知する炭酸ガス検知剤包装体は、特許文献１の
炭酸ガス検知用インキ組成物、及びこれを用いた炭酸ガスインジケーター、並びに炭酸ガ
スインジケーターを配置した包装体や特許文献２の炭酸ガス濃度検知剤および検知器があ
り、いずれもｐＨ指示薬を用いている。
【０００３】
　特許文献１の炭酸ガスインジケーターは炭酸ガス充填された包装形態に使用されるもの
で、高い炭酸ガス濃度ではある色彩を示しているが、ピンホール等が発生することにより
炭酸ガス濃度が下がった場合に変色して炭酸ガスの漏洩が判定できる機能を有する。しか
し、この炭酸ガスインジケーターは炭酸ガスが無い状態から炭酸ガスが発生したことを確
認することができない。また、特許文献２の炭酸ガス濃度検知剤は低濃度炭酸ガスを検知
可能であるが、その変色速度が遅く、迅速な炭酸ガスの検知は不可能となっている。特許
文献３においては上記の課題を解決するものとして、ｐＨ指示薬のアルカリ性水溶液を含
浸させた基材を水蒸気バリア性の高い小袋内に封入した形態の炭酸ガス検知剤が開示され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】国際公開第０１／０４４３８５号
【特許文献２】特開平８－１４５９７９号公報
【特許文献３】特開２００８－２２４５７９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献３の炭酸ガス検知剤においては、使用に当たり包装体（小袋）
の一端を切り取って通気孔を確保しないと実用的な炭酸ガス検知速度が得られない、とい
う課題があった。また、包装体（小袋）の一端を切り取る作業は煩雑である上、包装体（
小袋）の一端を切り取る際に内容物が飛散する恐れがあった。
【０００６】
　本発明は従来技術における炭酸ガス検知剤包装体の上記課題を解決し、包装体の切り取
りなど使用者の作業が不要で、内容物の飛散の恐れが無く、炭酸ガス検知速度に優れた炭



(3) JP 2015-219084 A 2015.12.7

10

20

30

40

50

酸ガス検知剤包装体を提供する事を目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明者らは、上記の課題を解決する方法を検討した結果、炭酸ガス検知剤包装体にお
いて、前記包装体が通気性基材を有し、前記通気性基材の一部分が包装体外部の空間に接
し、前記通気性基材の他の一部分が包装体内部の空間に接している状態とすることで、高
い炭酸ガス検知速度を有する炭酸ガス検知剤包装体が得られることを見出し、本発明に到
達した。
【０００８】
　すなわち、本発明は、以下の通りである。
＜１＞　炭酸ガス検知剤組成物を、包装材料で包装してなる炭酸ガス検知剤組成物包装体
であって、前記包装体が通気性基材を有し、前記通気性基材の一部分が包装体外部の空間
に接し、前記通気性基材の他の一部分が包装体内部の空間に接している、炭酸ガス検知剤
組成物包装体。
＜２＞　前記通気性基材が繊維状物質である、上記＜１＞に記載の炭酸ガス検知剤組成物
包装体。
＜３＞　前記繊維状物質が撥水剤を有する、上記＜２＞に記載の炭酸ガス検知剤組成物包
装体。
＜４＞　前記炭酸ガス検知剤組成物がｐＨ指示薬、保水剤、アルカリ性物質、水、無機吸
水性担体を含む、上記＜１＞～＜３＞の何れか一項に記載の炭酸ガス検知剤組成物包装体
。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によって、小袋の切り取りなど使用者の作業が不要で、内容物の飛散の恐れが無
く、炭酸ガス検知速度に優れた炭酸ガス検知剤包装体が提供される。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。なお、以下の実施の形態は、本発明を説
明するための例示であり、本発明はその実施の形態のみに限定されない。
【００１１】
＜通気性基材＞
　本発明で用いられる通気性基材は炭酸ガス透過性が高く、かつ水蒸気透過性が低いもの
が望ましいが、通気性確保と内容物飛散防止の観点から糸などの繊維状物質が好ましい。
糸の材質は特に限定されないが、綿、羊毛などの動植物由来の繊維や、ポリエステル、レ
ーヨン、ポリアミド等の合成樹脂製の繊維を撚ったものを用いることができる。後述する
包装材料の熱接着の際に糸が溶融すると、通気性が低下することが懸念されるため糸の融
点は熱接着温度より高い融点を有する糸を選定することが望ましい。
【００１２】
　撥水剤の含浸等により糸と水分との親和性を低下させることによって水蒸気透過性を低
下させることが色彩安定性向上に有効な場合がある。含浸の方法としてはスプレーまたは
ディッピング等がある。
【００１３】
＜ｐＨ指示薬＞
　本発明において、炭酸ガスの検知にはｐＨ指示薬を用いることができる。検知したい炭
酸ガス濃度が低濃度であるため、炭酸ガスによるアルカリの中和反応を利用することが望
ましい。したがってｐＨ指示薬は中性～アルカリ性に変色域を持つ指示薬が好ましい。ま
た明確に判定ができるようにはっきりと異なる色彩に変化する指示薬が好ましい。さらに
高温下でも使用可能となるように熱安定性が高い指示薬が好ましい。
【００１４】
　中性～アルカリ性に変色域を持つｐＨ指示薬はフェノールレッド、シアニン、α－ナフ
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トールフタレイン、メタクレゾールパープル、チモールブルー、ｏ－クレゾールフタレイ
ン、フェノールフタレイン等が挙げられるがこれらに限定されない。これらは、１種を単
独でまたは２種以上を組み合わせて使用することができる。中でも、変色域がアルカリ性
でありｐＨ９.０で紫色から黄色に変色すること、色彩変化が大きいこと、さらには化学
的安定性が高いこと等の理由より、メタクレゾールパープルが最適である。
【００１５】
　溶液中に溶解するｐＨ指示薬の量は、明確に着色し色彩変化が視覚的に確認できる程度
でよい。具体的には、溶媒に対し０.１～１ｗｔ％が好ましい。
【００１６】
＜溶媒、アルカリ性物質＞
　ｐＨ指示薬を溶解する溶媒には、水を用いることが好ましい。また溶媒はｐＨ指示薬が
アルカリ性の色彩を示すようにアルカリ性に調整する必要がある。水に溶けてアルカリ性
を示すアルカリ性物質としては珪酸金属塩、水酸化金属塩、亜硫酸金属塩、炭酸金属塩等
が挙げられ、水に対して高い溶解性を持つ点から、水酸化金属塩が好ましい。また、水酸
化金属塩によりアルカリ性に調整された系は、その他のアルカリ性物質に比べ炭酸ガスに
より容易に中和されやすいという特徴もある。したがって炭酸ガス検知剤包装体に添加さ
れうるアルカリ性物質としては水酸化ナトリウムが最も好ましい。また、ｐＨ指示薬を用
いた炭酸ガスの検知には、一定量の水の存在と保持が必要である。
【００１７】
＜基材＞
　溶液状の炭酸ガス検知剤組成物は基材に含浸することで、粉末などの固体状とすること
が、取扱いの面で好ましい。基材としては、シリカゲル、珪藻土、ゼオライト、ケイ酸塩
等の無機吸水性担体が挙げられる。上記基材は製造時の取り扱い性の観点から流動性の高
い粉体状または顆粒状のものが好ましい。また、色彩の視認性の観点から上記基材は白色
のものが望ましい。また無機吸水性担体のｐＨは、色彩及び性能安定性の観点から中性～
アルカリ性のものが好ましく弱アルカリ性のものがより好ましい。
【００１８】
＜包装材料＞
　外部より視覚的に色彩の変化を確認して炭酸ガスの有無を判定するため、包装材料に透
明樹脂フィルムを用いることが好ましい。また、熱接着により包装体を形成するため、包
装材料は内層に熱接着可能なフィルムを積層した多層フィルムであることが好ましい。
【００１９】
　具体的に使用可能な透明樹脂フィルムの材質としては、二軸延伸ポリプロピレン（ＯＰ
Ｐ）、無延伸ポリプロピレン（ＣＰＰ）、低密度ポリエチレン（ＬＤＰＥ）、直鎖状低密
度ポリエチレン（ＬＬＤＰＥ）、高密度ポリエチレン（ＨＤＰＥ）、ポリエチレンテレフ
タレート（ＰＥＴ）、ポリビニルアルコール（ＰＶＡ）、ポリ塩化ビニル（ＰＶＣ）、ポ
リ塩化ビニリデン（ＰＶＤＣ）、延伸ポリアミド（ＯＮＹ）等が挙げられる。
【００２０】
＜保水剤＞
　炭酸ガス検知剤には水分を保持するために保水剤を配合することができる。保水剤とし
てポリエチレングリコール、ポリアクリル酸塩等の高分子ポリマー、グリセリン、エチレ
ングリコール、プロピレングリコール等のアルコール類、セルロース等が挙げられる。こ
れらの保水剤の種類は炭酸ガス検知剤に添加した際に水分活性を低下させる効果が確認で
きれば任意に選定され得るため、特に限定する必要はない。炭酸ガス検知速度を高く維持
する観点から、保水剤配合量は溶媒に対して２０ｖｏｌ％以下にすることが好ましい。
【００２１】
＜炭酸ガス検知剤包装体の製造方法＞
　本発明の炭酸ガス検知剤包装体はロータリーパッカー、スティック包装機や四方充填包
装機等の既存の充填包装機にて高速生産が可能である。
【００２２】
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＜炭酸ガス検知剤包装体の保存方法＞
　本発明の炭酸ガス検知剤包装体を保存する際はその内部に充填した炭酸ガス検知剤組成
物中の水分量の変動を防止するため、水蒸気バリア性の高いフィルムよりなる袋内に密封
して保存することが望ましい。水蒸気バリア性が高いフィルムとしてはアルミ箔積層多層
フィルム、アルミ蒸着ポリアミド積層多層フィルム、アルミ蒸着ポリエステル多層フィル
ム、シリカ、アルミナなどのセラミックス蒸着ポリエステルフィルム等が挙げられ、アル
ミ箔積層多層フィルムが最も水蒸気バリア性が高く、好ましい。
【実施例】
【００２３】
　以下に本発明の実施例を示し、さらに具体的に説明する。なお、本発明は、これらの実
施例に限定されるものではない。
【００２４】
　以下の実施例において、グリセリン、リン酸三ナトリウム十二水和物、グリセリン、メ
タクレゾールパープルは和光純薬工業株式会社製の試薬を用いた。また、メタケイ酸アル
ミン酸マグネシウムは富士化学工業株式会社製ノイシリンＳＧ２を用いた。
【００２５】
（実施例１）
＜炭酸ガス検知剤組成物溶液の調製＞
　メタクレゾールパープル３．２ｍｇ及びリン酸三ナトリウム十二水和物５０ｍｇを水６
．０ｇへ溶解させた。これに対し、グリセリン１４ｇを加えて混合することにより炭酸ガ
ス検知剤組成物溶液を得た。
【００２６】
＜炭酸ガス検知剤組成物粉末の作成＞
　メタケイ酸アルミン酸マグネシウム２０ｇに対し前記炭酸ガス検知剤組成物溶液を全量
添加し含浸させた。これを均一に混合した後、水６．０ｇを添加し混合した。これを８メ
ッシュの篩で篩うことにより炭酸ガス検知剤組成物粉末を得た。
【００２７】
＜炭酸ガス検知剤粗包装体の作成＞
　二軸延伸ポリプロピレン（厚さ２０μｍ）／無延伸ポリプロピレン（厚さ３０μｍ）の
積層フィルムで大きさ２０ｍｍ×３０ｍｍの三方シール袋を作り、その中に前記炭酸ガス
検知剤組成物粉末を０．１０ｇ充填した。次に、三方シール袋の開口部にポリエステル糸
（帝人株式会社製ポリエステル２０番手、融点２６０℃）を配置し、ポリエステル糸の一
方の端部が包装体の外部空間に接し、もう一方の端部が包装体内部空間に接する状態とし
て１４０℃で熱接合し、炭酸ガス検知剤包装体を作成した。このときのポリエステル糸に
よる熱接合部貫通距離は５ｍｍとした。
【００２８】
（比較例１）
　ポリエステル糸を用いないこと以外は実施例１と同様にして、炭酸ガス検知剤包装体を
作成した。
【００２９】
＜炭酸ガス検知性能評価＞
　得られた炭酸ガス検知剤包装体を、水１０ｇを含浸させた脱脂綿および空気５００ｍＬ
とともにガスバリア袋に封入して密封し、袋内に炭酸ガス２５ｍＬをシリンジで注入した
。該袋を３５℃で保存し、酸素検知シートの色調を炭酸ガス注入から６時間経過時及び２
４時間経過時に目視で確認した。炭酸ガスの存在を示す黄色に変色するまでに要した時間
が６時間以内である場合は○、６時間以上２４時間以内である場合は△、２４時間以上で
ある場合を×とした。実施例１では炭酸ガス検知性能が○であったのに対し、比較例１で
は炭酸ガス検知性能が×であった。
【００３０】
＜保存安定性評価＞
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　得られた炭酸ガス検知剤包装体をＰＥＴ１２μｍ／延伸ナイロン１５μｍ／アルミ７μ
ｍ／無延伸ポリプロピレン４０μｍの積層フィルムを用いて作成した１００ｍｍ×１００
ｍｍの大きさの袋内に封入し開口部を熱接合し密封した。該袋を２５℃５０％ＲＨにて６
ヶ月保存した。保存後の炭酸ガス検知剤包装体の色彩を目視で確認した。炭酸ガスが存在
しないことを示す青紫色であるものを○、それ以外を×とした。実施例１、比較例１とも
に保存安定性は○であった。
【産業上の利用可能性】
【００３１】
　本発明により、炭酸ガス検知速度及び保存安定性に優れ、高速生産、取扱いが容易な炭
酸ガス検知剤組成物包装体を供給可能となる。
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